筑波大学ワンダーフォーゲルクラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年3月遭難報告書

2009年3月　谷川岳遭難報告書
筑波大学ワンダーフォーゲルクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概要】
2009年3月9日より、筑波大学ワンダーフォーゲルクラブは、奥村（2年）原田（3年）の二名で「冬山研究班プレ合宿」の名目のもと、谷川岳に入山した。3泊4日で、土合から朝日岳、谷川岳を回る馬蹄形の縦走の予定だったが、2日目朝から天候が崩れ、またテントのポールが破損するというアクシデントに見舞われたため、雪洞でのビバークを余儀なくされた。その後2日間は激しい積雪のため動けなくなり、4日目の朝、無線機を通してのSOS信号を出した。群馬県のアマチュア無線家の方が通信を受け取り、沼田警察署へ連絡が届き、二人は午後視界が良好になってから警察のヘリコプターによって救助された。２人は健康で、とくに怪我も無い状態だった。
今回は二人とも無事で幸いだったが、このような事態になってしまったことは登山クラブとしては問題だと考え、今後のためにも、よく原因究明と反省を行って報告書の形に残すこととした。
1． 山行計画書
【山行名】2008年度冬山研究班プレ合宿

【日時】2009年3月9日(月)～3月14日(土)  (２泊３日＋予備日２日＋スライド予備日１日)

【山域】上越国境

【使用地形図】茂倉岳、水上（1:25,000）

【行動予定】

　3/8 (日)　前日　つくば(車)土合橋駐車場

　3/9 (月)１日目  土合橋駐車場(4:10)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらがもん),白毛門)(1:00)笠ヶ岳(1:30)朝日岳　【行動時間 6:40】

  3/10(火)２日目  朝日岳(0:40)ジャンクションピーク(2:00)清水峠(0:20)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうじのあたま),冬路ノ頭)(0:40)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ななつごややま),七ッ小屋山)(1:00)蓬峠           　　　　　　　　　　　　　　　　　【行動時間 4:40】

3/11(水)３日目  蓬峠(1:10)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶ),武)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のう),能)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だけ),岳)(2:30)茂倉岳(0:30)一ノ倉岳(1:00)オキノ耳(0:20)トマノ耳

(1:00)熊穴沢避難小屋(0:40)天神平駅　　　　　　　【行動時間 7:10】

　3/12(木)～3/13(金)４～５日目  予備日

【緊急連絡先】

　筑波大学課外教育（体育系）　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥029-853-2247

　顧問：松岡憲知　研究室（総合研究棟A202）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥029-853-4540

  保険会社：三井住友海上火災関東甲信越サービス部火災新種サービスセンター‥‥
03-3297-6779

  現地連絡先：群馬県警察沼田警察署水上交番(谷川岳警備隊)････････････0278-72-2049

　　　　　　　新潟県警察南魚沼警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥025-770-0110

  留守隊：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むらかみ),村上)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちえ),智恵)（生物資源学類３年）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥090-4830-2353

【現地気象台】

前橋地方気象台(技術課･24時間対応)‥‥‥027-231-2237

【荒天対策】

・入山しない・引き返す・ビバーク・停滞・避難小屋の利用・エスケープルートの利用・スライド予備日の利用









【エスケープルート】※番号は概念図と対応

①冬路ノ頭(2:00)十五里尾根分岐(1:30)清水【計 3:30】

②蓬峠(3:00)林道終点(1:00)土樽【計 4:00】

③茂倉岳(1:00)矢場ノ頭(2:30)土樽【計 3:30】

【団体装備】

□テント一式(本体・外張り・ポール)  □団マット □団食 □団コッヘル一式　□茶漉し

□ガスヘッド×1 □ガスボンベ×2(880g) □ガソリンストーブ×1□ホワイトガソリン1本

□スノーソー  　□赤テープ 　 □竹ペグ　  □たわし □灯油ポンプ 　 □替えバンド(ワカン･アイゼン用) □細引き(6mm×10m,3mm×10m)×1　□天気図用紙　□ラジオ □無線機

【個人装備】

□ザック  □ザックカバー  □登山靴  □雨具orヤッケ  □シュラフ  □シュラフカバー

□個マット  □ロングスパッツ  □テントシューズ　□防寒着  □着替え  □タオル  □食器

□ポリタンク2ℓ　□レーション  □米  □地形図  □コンパス  □ヘッドランプ

□ビニル袋  □ナイフ  □ライター  □笛  □ロールペーパー  □新聞紙　□雑巾

□非常用パック(メタ、エマージェンシーシート、予備電池、非常食、ろうそく)  

□医療用パック(常備薬、三角巾、ガーゼ、テーピングテープ)

□日焼け止め　□計画書　□時計  □現金  □学生証  □携帯電話  □保険証  □サングラス　□ゴーグル　

□目出帽　□オーバーグローブ　□インナーグローブ(予備含む)　□ピッケル　□アイゼン　□ワカン　

□ビーコン　□ゾンデ　□スコップ　□替えバンド(スパッツ用)

【食糧計画】※個…個人で用意、団…パーティーで用意、カッコ…予備食
	
	1日目
	2日目
	3日目
	4日目
	5日目

	朝
	個
	団
	団
	(団)
	(団)

	昼
	個
	個
	個
	(個)
	(個)

	夕
	団
	団
	(団)
	(団)
	


【山小屋・幕営地】

	名称
	収容人数
	連絡先
	備考

	白崩避難小屋
	10
	―
	緊急避難時のみ利用可

	肩ノ小屋
	不明
	0278-72-2111/090-3347-0802
	休業中　冬季小屋開放

	熊穴沢避難小屋
	10
	0278-72-2111
	冬季埋没


【パーティーメンバー表】

(凡例)

	係
	所属　　　学年

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	年齢　　　血液型　　　生年月日


	Ｃ.Ｌ. 　　食糧　会計
	地球学類　　　２年次

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おくむら),奥村)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいすけ),大輔)
	２０　Ａ　　　1988.5.22


	Ｓ.Ｌ.　　　気象　装備
	生物資源学類　３年次

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はらだ),原田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とおる),徹)
	２１　Ａ　　　1987.12.18


2． 行動の記録
山行報告書　2009/03/13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：奥村

【行動内容】

	3/8(日)


	前日

気象台に３日間の天気について問い合わせたところ、はじめの２日間は南岸低気圧(かなり南方を通過する)の影響で曇り、３日目は高気圧に覆われて晴れ、とのこと。行動上問題ないと考え、予定通り入山を決定。

	3/9(月)

6:33

10:21

13:29
	１日目

土合駅発。

尾根に取り付いてしばらくすると晴れてきた。朝日岳までの稜線では随所に雪庇が発達し、斜面には全層雪崩の兆候が多く見られた。エスケープルート②の使用は控えることにした。

白毛門着。

笠ヶ岳避難小屋が使用可能であることを確認。同地点あたりから風が強まり、視界が一時的に悪化するようになる。

朝日岳北側の緩斜面にて設営開始。再び晴れるが、夜のうちから風雪強まる。12時の天気図からは、北海道東方での低気圧の急速な発達(＝冬型の発達)を全く予測できなかった。

	3/10(火)

4:30

11:00頃

12:00頃
	２日目

起床。ガスが濃く進路を取りづらかったため、出発を見合わせる。6時の天気図を取らなかった。

ガスが一時的に薄くなる。同じ場所での停滞は無意味と考え、出発を決定。

撤収時に突風によりポールが折れ、避難小屋の利用または雪洞によるビバークを余儀なくされる。

ジャンクションピーク南端着。進行方向の維持もままならないほど風雪が強まる(完全なホワイトアウト)。十分な積雪があることが確認されたので、雪洞を作製してビバークとした。この時点で、エスケープルート①の使用、または引き返しての下山に今後の行動が絞られた。

	3/11(水)
	３日目

一日中強い吹雪。雪洞を広げる、除雪するなどして過ごした。西から高気圧が接近してきていたため、翌日午前中には天候が回復し、下山に向けて行動できると思われた。

	3/12(木)

10:00頃

15:30頃

16:50頃
	４日目

朝の時点では風は弱まっていたが、視界の悪さと降雪は変わらず。また、トレースは完全に埋まっていた。一時的に携帯の電波が通じたため天気予報を見ると、翌日(最終予備日)の昼前には再び悪化するとのこと。２名とも体力をかなり消耗していたため、自力下山の可能性を残しつつも、救助要請を決断。原田の携帯(ドコモ)はバッテリー残量が足りず、奥村の携帯(au)は電波状態が悪かったため、無線機を使用した。南魚沼市の方を介して群馬県警に通報された。

群馬県警航空隊のヘリが飛来。視界が悪かったため捜索は行われず。

電波の関係か、これ以降もヘリが接近したとき以外は群馬県警とは直接連絡できなかった。こちらの状況変化や県警の動向、県警からの指示については、すべて南魚沼市の方を介して相互に伝達されていた。

ヘリ２度目の飛来。視界が回復し始めたが十分ではなく、発見には至らなかった。

ヘリ３度目の飛来。２名の身柄と、一部の装備を回収していただいた。


【失われた装備(うち、クラブ保有のもの)】

□テント一式(本体・外張り・ポール)　□団マット　□団コッヘル一式

□ガスヘッド×1　□ガスボンベ×2(880g)　□ガソリンストーブ×1

□ホワイトガソリン1本　□スノーソー　□竹ペグ　□たわし  □灯油ポンプ

□替えバンド(ワカン･アイゼン用)　□ゾンデ×2　□スコップ×2

【遭難に至った主な原因】

・２日目以降の、冬型の発達と持続を予測できなかった。事前の気象台の情報から、注意すべきは南岸低気圧のみと思い込んでしまい、それ以外の部分に注意が向かなかった。２日目朝などは時間があったにもかかわらず天気図を取らなかったため、その兆候を見落としてしまった。この時点で冬型の急速な発達に気づいていれば、すぐさま引き返す判断を取り、大事には至らなかったであろう。

・２日目の撤収時にポールが折れ、それ以降幕営が不可能になった。中途半端な前進と停滞で避難小屋も利用できなかったため、雪洞でのビバークとなった。奥村・原田が本格的な雪洞を作った経験がないこと、吹雪が激しかったことなどから、作った雪洞も万全なものではなかった。定期的に除雪を求められること、衣類・シュラフの乾燥が維持できないこと、足を伸ばして眠れないこと、多量の積雪で生き埋めになるのではないかという恐怖などから、心身を十分に休めることができなかった。もしテントで停滞していれば、体力の消耗も少なく、４日目昼からの自力下山が可能であったと思われる。
3． [image: image2.bmp]概念図
4． メンバーの手記

谷川岳遭難の手記

原田　徹

　谷川岳での遭難を風化させないためにこれを記す。山行で思い出されることを思いつくままに書いているので、遭難と直接に関係ないことも含まれることは了承いただきたい。

　

入山前の準備は割りと短時間で終わった。1週間前に行った日光とメンバー・装備とも変更がなく、そのまま持ち越しということになっていた。ただ、冬装備を2人パーティで行く場合は団装が多い。なんとか詰め終わり、仮眠を取った。いつもの50号のルートで土合駅に着いた。気象台によると、1日目・2日目は曇り時々晴れで、3日目は晴れ、南岸低気圧の影響で1日目の晩に天候が一時的に崩れる可能性がある、とのことだった。

いざ登り始める。道路から登山道に入る場所こそ分かりにくかったものの、目的のルートに取り付いた。雪はほぼ凍結気味でアイゼンが良く利いた。幾分前の先行者のトレースがほぼそのまま残っていて、アイゼンの利きも相まって順調なペースで登った。尾根が細くなってくると、脇の斜面にクラックや地面が露出している箇所がみられるようになった。昨年もそうだったが、暖かさで全層雪崩の兆候が出ているようだった。さらに高度を上げて雪の量が多くなってくると、雪屁も見られるようになった。クラックが既に入っているものもあり、歩く場所を入念に選びながら歩いた。ところによっては、雪屁が崩壊しそうで一人ずつ急いで歩くようなこともあった。それでもラッセルがなかったので、急登にも関わらずコースタイムを上回る速度で進んでいた。白毛門の手前からは顕著な尾根上になっていた。埋没していると思われた避難小屋は完全に外に出ていた。ここまで高度を上げれば、樹林もなく西風で雪が飛ばされるために雪量は少ないようだ。笠ケ岳に着いたころからガスが出始めてきたが、風でガスが飛ばされているような感じだったので、しばらく待っていれば進む尾根が見えるようになった。このあたりから尾根が急激に細くなっていった。尾根の両側が落ちており、かなりの高度感があった。視界が十分あり、風も弱いという好条件でこのときは思わなかったが、悪条件下でこのあたりを通過するのは難しそうだと思った。最後の急登を登りきり、朝日岳に着いた。山頂はかなり平らで最高部も分かりにくい。ピークから少し北に下ったあたりを幕営地に決めた。樹林は皆無といってよく、防風壁を作る必要があった。しかしこのあたりの雪は氷の層が中にあり、スノーソーで切り出すのも一苦労だった。ブロックを切り出し、その場所を整地してテントを設営した。本当は四方に防風壁を巡らすつもりだったが、硬い雪のために二方に作るのが精一杯だった。仕方ないので、このときに吹いていた風を防ぐように配置しておいた。設営が終わって、あとはいつものようにテントに入り天気図・食事・水作りをして寝た。この段階の天気図は気象台の予報通りに、南岸低気圧が日本の南の停滞前線上に発生したことを示していた。低気圧の進路はほぼ東で、自分たちがいるエリアからは遠くであり大きな影響はないだろうと思われた。

翌朝起きると、外張りの入り口が外側から押されていた。雪が積もったかと思ったが、設営時から方向の変わった風のせいだと分かった。外を見てみると行動に支障をきたすほどの視界不良。立っていてバランスを崩されるほど風も強かった。すぐに出発できそうにないので、防風壁を移動させた。気象台の情報を信じ、南岸低気圧による一時的な悪天だと思っていたので、ガスが薄くなるのを待ちテント内でだらだらと過ごした。ここで天気図をとらなかったのは油断があったとしか思えない。もしとっていれば、南岸低気圧が発達しながら北寄りに進路を変え、冬型に移行し始めていることをつかめたかもしれない。回復待ちしている間、トイレに出たとき進む方向の尾根がうっすら見えた。同じ場所に留まっているのも楽でいいが、先に進めるのではないか、進んでみようと思った。この山行の先に控えていた合宿を遅らせたくないという気持ちがあった気がする。地形図とコンパスをしっかり使えれば、ジャンクションピークを越えられると思った。丸一日行動できずとも、清水峠の避難小屋まで進めるだろうし、そうすれば後が楽になると思った。そんなことを思って、11時頃にテントを撤収して進むことにした。行動時間的には問題はなかったが、視界はあるかないかといったところで、風も相変わらず強い。荷物をある程度まとめて外に出てしまい、引っ込みがつかなかったのだろうか、やっぱり進むのをやめようとしなかったのが今となっては悔やまれる。撤収時、ペグを外して外張りを剥がすところで突風が吹いた。飛ばされまいとテントを押さえたが、強烈な横風と押さえた人とでテントが横から潰される形になり、ポールが2本同時に折れた。避難小屋まで辿り着くしかないことになり、初めて恐怖というかプレッシャーのようなものを感じた。加えて、視界が悪い。むしろ前に見たときよりも悪くなっているような気がした。コンパスで進む方向は分かるものの、目の前はほぼ白一色だった。ジャンクションピークに取り付いたことは地面の傾斜でなんとなく分かったが、目的のルート取りからはずれているような気がしていた。後ろの奥村を見ると、風のためにまっすぐ歩けていないようだった。勿論それは自分にも言えることだが。コンパスで逐一方向を見ているのは自分だけだったようだ。声は風にかき消されて届かず、二人とも歩くので精一杯だった。このあたりでさらにガスが濃くなったように思った。ガスというか真横からの吹雪だった。ジャンクションピークの最高部についた頃、足元さえも見えない完全なホワイトアウトとなっていた。西側が落ちていることはわずかに分かった。目的の来た方向に少し進んでみたが、登っているか下っているかも最早分からなくなった。他の山である程度は怖い思いはしてきたが、このときは別次元だった。足を前に出すことが恐怖心から出来なかった。無理して進むのか、引き返すのか、そんなことを思いながら取るべきルートを探そうとうろうろしていると、深く踏み抜く場所があった。どうやら雪量はそれなりにあるようだった。その時ここに雪洞を作ってやり過ごそうと決めた。いや本当はジャンクションピーク最高部でホワイトアウトした段階でビバークする気はしていた。本来雪洞は雪量があり、ある程度の急斜面に作るのがセオリーだが、この視界不良の条件ではそんな場所を探す余裕はないし、滑落する恐れがあったのでジャンクションピーク上部南端に雪洞を掘り始めた。まずはスコップとスノーソーで真下に2ｍ程度の縦穴を掘った。そこの下部から横に掘り進め、下のような雪洞が最終的に出来上がった。
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正直なところ、足を伸ばしていた部分にもっと奥行きと高さを持たせて、そこを雪洞らしくしたかったのだが、ここまでが限界だった。この日の16時の天気図をとり、南岸低気圧が北東に進路を変え、千島近海で958hPaまで発達していたことを知った。そのあとは、狭い雪洞の中でなんとか夕飯を作り、シュラフに潜り込んだ。外は雪が降っていて、かけた外張り越しに積もっていくのを感じていた。除雪したほうがいいとも思ったが、動く気が起きなかった。

　朝が来て3日目になった。圧迫感を感じた。縦穴部分が降った雪で塞がれ、半ば生き埋めに近い状態になっていた。なんとか外に這い出し、外を見てみた。相変わらずの猛吹雪。勿論出発など出来ず、ビバークを続けるために除雪をした。降った分を外に出し、わずかに雪洞を広げる程度が限界だった。目一杯頑張ることが出来なかった。この日はこの後、雪洞中で寒さに耐え、積もってくる雪をまた除雪して終わった。ラジオと天気図で天気は回復に向かっていることは知った。それに希望をもつ一方、このまま帰れないのではないかという恐怖も大きくなっていた。それとともに救助要請の可能性を考え始めた。次の日も動けないようだったら考えよう、と。

　4日目の朝を迎えた。この日も半埋没状態から抜け出した。天候が回復しているのを期待して外に出てみるが、まだ弱くなっている気もするが吹雪いていた。昨日と同じように除雪をした。昨日から考えていた救助要請をするかどうか、要素を整理してみた。2人の体調は、奥村自身が体力的に自力下山は無理そうだと言い、私自身は五分だと思った。ガスが濃くて無理して先に進むのは勿論、朝日の広いピークと崩壊しそうな雪屁地帯を越えて引き返すのも無理そうだった。加えて、風が強すぎて通ってきた細い稜線は通過できそうになかった。天候はこの日に回復する予定だったが、ラジオの情報よりはそれが遅いらしく、偶然通じた携帯サイトの天気予報では翌日5日目の天候も思わしくなかった。天候のことを考えると要請してから救助がくるまではどれだけかかるか分からず、他の要素も鑑みると自力下山できる可能性はかなり低かった。そうして救助要請を決定した。携帯は電池切れと圏外で通じず、無線機による交信を試みた。ＣＱコールを受け取っていただいた方に警察に連絡をしていただいた。コールが拾われてかなりほっとした。手の中にある無線機がこれほど頼もしく見えたことはなかった。以降、南魚沼の方を経由して谷川警備隊と連絡を取り合った。待機の指示がでて、次の連絡がくるまでの時間が待ち遠しさから限りなく長く感じた。救助要請はしたものの視界が回復すれば先の避難小屋に向かうつもりでいたが、ガスはなかなか晴れなかった。午前中にヘリが近くで旋回していたのが音で分かった。そのうちに午後になり、ガスが薄くなり始めた。避難小屋まで行けるかも、とも思ったが、すぐにまた視界がなくなるのではないかという思いにとらわれ出発を決断できなかった。警察の救助のほうは、ガスが薄くなったということでヘリでの救助が濃厚になり、移動をあきらめてヘリを待つことにした。15時頃にまたヘリが近づき、このときは発見されずに戻っていった。16時頃、風は相変わらずだが完全にガスが晴れた。ヘリはあと1時間以内には向かうとのこと。そのとおりに17時頃、無事2人ともピックアップされた。救助にきていただいた方がみな、「無事でよかった」というような表情だった。雲とガスはすべて自分たちより下にあり、夕暮れのオレンジが射し始めていた。雪に覆われた白い谷川岳が悔しいほど綺麗だった。その美しさとビバークに追い込んだ怖さと、追い込まれた自分たちの未熟さと、助かった安心感とが混ざり合い、ヘリの中泣きに泣いた。

　ヘリから谷川警備隊の車に乗せられて、水上交番に向かった。車に乗った直後、「荒れることは分かっていたはず。直前まで情報を集めるべき」とお叱りを受けた。だがそれだけだった。交番での取調べでも、どんな行動をしていたのか、体調に問題はないかを聞かれたくらいだった。さっき叱っていただいた隊長も含め、大事に至らなくてよかったと、掛けられる言葉すべて優しかった。その後、車のある土合駅まで送っていただき、交番を後にした。

　この手記から読み取るものはそれぞれ違っていて構わないと思うが、これだけは挙げておきたい。原則を越え、そこに油断が重なった、と。本来早発ち早着きが基本のところを、理由はあれども昼近くに出発した。入山の本当に直前に気象台に問い合わせなかったこと、2日目朝に時間があったにも天気図をとらなかったこと。ホワイトアウトがガスとは別物であること、地形図とコンパスを駆使してどうにかなると思ってしまったこと。

いろいろ書いたが、これを五体満足で書けたことに感謝しよう。

５．留守隊（筑波）の記録
	3月12日（木）

	10：30

12：00

12：30　
13：00

16：59

17：40

17：56
	学生生活課から主将山口へ連絡
8：41に朝日岳山頂から無線でSOS信号が入り、受信したアマチュア無線の方が警察署へ連絡。9日に谷川岳に入山した2名は、一晩で１ｍの積雪に見舞われ、テントを張ってビバーク中とのこと。予備日2日中1日目を使用中。食料も2日分残っている。特に怪我はなく、天候が晴れれば、自力下山も可能とのこと。
以降の連絡は、すべて学生課を通して行うようにし、直接警察に問い合わせることなどはしないようにとの指示を受ける。
主将宅　現役・OBを含め16名が集合
学生課からの連絡の概略を説明。
生生活課への再度問い合わせ。新しい情報なし。
12日昼には天候回復が見込まれるので、自力の下山ができるのではないかとの意見が出る。方針として、警察の捜索隊が出るという情報が入り次第、大石（4年）・林（OB）・山口（3年）の3名が現地に向かい、捜索隊の指示を仰ぐこととする。
奥村の実家へ電話。学生課からはすでに連絡がいっていた。
山行の計画書を実家へ送付する。原田家には連絡つかず。
ひとまず解散。（概ね学生課の話から大事には至らないだろう、という認識）
学生課から山口へ連絡。16：50頃、県警のヘリで2人が救出されたとのこと。
奥村本人から山口へ連絡。とりあえず無事で、水上交番にいるとのこと。
奥村へ山口から電話で、状況を聞く。二人とも怪我はなく、警察の方に車まで送ってもらい、本日中に帰宅するとのこと。
連絡網で無事の連絡をまわす。
・翌日、学生生活課へ出向き、今後のことについて相談、指示を仰ぐこととする。
・翌日19：00よりメンバーの2人も加え、1~4年のクラブ員で臨時ミーティングを行うこととする。

	12日（金）　
	・学生生活課に出向き、事故の経過についての説明を受ける
・顧問へ報告
・冬件メンバーの2人を交え、クラブ員16名（うち現役15名）で臨時ミーティングを開催し、の経過報告と反省会を行った。2008年度内のすべての山行を中止とする。

	19日（金）
	奥村・原田・留守隊（村上）・主将で学生課に出向き、当日の経過について説明。

	23日（月）
	冬山研究班内で今回の山行と今後の活動についての話し合いを行った。

	24日（火）
	現役クラブ員のミーティングにて、今回の山行と今後の活動についての話し合いを行った。


　
６．クラブの反省・改善
　（参考）2008年度冬山研究班（以下、冬研）の状況
	・メンバー
　原田（3年/班長）・奥村（2年）・高須（2年、途中事情にて参加中止）・大石（4年、この後の冬研合宿のみ参加予定だった）
・山行
　□谷川岳：雪上訓練　（原田、奥村、高須が参加）

　□12/13,14 合図駒ケ岳（原田、奥村、高須）

　□（1/16,17 スノーシュー山行　白馬岩岳　冬研からは奥村のみ参加、他5名）
　□（1/24,25 山スキー　根子岳、四阿山　奥村・原田参加、他1名）
　□2/28,1 日光白根山　（原田、奥村）
　□3/9-12 谷川連峰：プレ合宿（原田、奥村）

　（□3/16-19 聖岳：冬研合宿）中止


【今回の事故の原因について】
本山行での反省として、以下の点が挙げられた。
· 入山時（3/8）での天候判断は困難であったと思われる。気象台の予想も、結果としては外れていた。
· 2日目の朝の判断。天気図をとらなかったこと、その後の山行が詰っていて「なるべく進んでおきたい」という心情が、「引き返す」という判断を出来なくしてしまった。
· 2日目の撤収時にテントのポールが折れてしまったのが、その後の体力消耗につながったが、このような事態は全く想定されていなかった。二人の雪洞泊の経験も少なかった。
· ジャンクションピークからのルートが、視界不良の条件下で取れなくなってしまうのは想定外だった。ここは、下調べの段階で問題であった。リーダーがルートの状況を把握していなかった。リーダー会のメンバーが自らルートについて調べることも必要だ。
· 予備日を一日残した状態での救助要請は、この場合は結果としては良かった。
· 予備日を増やしていれば、もっと余裕を見た判断ができたかもしれない
　
【来期の冬研の存続について】
· 来期の冬研の上級生として奥村1人しかおらず、現時点では、研究班としての存続は難しいと思われる。
· しかし、奥村や新一年生のモチベーションが高く、さらにOBが参加できるなどの好条件がそろった場合は、スノーシューやレベルを下げた形での冬山登山が出来る可能性もある。そのため、今の時点で中止を決めることはしない。その際は、集まったメンバーで冬山に入山することが妥当かどうか、話し合う場を設ける。
· 今後、当クラブのバリエーション山行（冬山・沢登り等）においては、パーティーの人数・実力を十分に考慮したうえでの審査を心がける。パーティーの最低人数（または同行する上級生の最低人数）に制限を設ける意見も出されたが、山行の難易度、メンバーの実力によって大きく状況が異なることから、その山行ごとに慎重な判断を下すほうが効果的であると考えた。
· 入山する時期によって同じ山域でも難易度が大きく異なるという意識が欠けていたことが指摘された。今後は、計画の段階で、山域研究として時期に応じた山行の難易度についてよく下調べを行う。
【遭難対策システムの見直し】
· 今回、留守隊が研究室にいたため連絡が取れなかった。今後は留守隊を2名置くことにする。
· 今回の対応を踏まえ、留守隊が遭難報告を受け取ってからの行動についての確認を行った。この内容は、毎年の勉強会で伝えていくこととする。
· 仮想的な事故の状況を設定して、緊急連絡網の練習を確実に行う。
【トレーニングについて】
「山行に向けてメンバー全員で準備していく」という姿勢に欠けていた、という点が指摘された。そこで、トレーニング状況を皆で把握し、トレーニングに対する意識を向上させる方法として、「トレーニングノート」を4月から始めることにする。
７．お世話になった方々

今回の事故では、現地で非常通信を警察に伝えていただいたアマチュア無線家の方と、沼田警察署の皆様の助けで2人が無事に降りてくることが出来ました。心から感謝いたします。

また、筑波大学学生課の皆様には事故発生時から最後まで関係者への連絡等を行っていただき、大変お世話になりました。大学にご心配を掛けてしまったことを反省するとともに、感謝申し上げます。ありがとうございました。
ここから左下の辺へ外張りを垂らして降雪を防いだ
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